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低コストの現地検討会の様子（飛騨署管内）
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［
販
売
課
］
十
月
二
十
三
日
、
飛
弾
森
林
管
理

署
管
内
の
山
中
山
国
有
林
に
お
い
て
、
中
部
森

林
管
理
局
主
催
に
よ
る
、
低
コ
ス
ト
・
高
効
率

作
業
シ
ス
テ
ム
導
入
に
向
け
た
現
地
検
討
会
を

開
催
し
、
富
山
・
岐
阜
・
愛
知
の
各
県
、
林
業

事
業
体
、
林
野
庁
、
森
林
管
理
署
等
の
関
係
者

約
八
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
検
討
会
は
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
実
施
し

た
も
の
で
、
活
力
あ
る
森
林
づ
く
り
の
た
め
に

必
要
な
間
伐
の
効
率
的
な
実
施
に
向
け
て
、
作

業
路
網
と
高
性
能
林
業
機
械
を
組
み
合
わ
せ
た

作
業
シ
ス
テ
ム
の
普
及
・
啓
発
を
図
る
た
め
、

民
有
林
施
策
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
国
有
林

が
率
先
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
た
も
の
で
す
。

　

現
地
で
は
ま
ず
、
前
原
飛
騨
署
長
か
ら
、

「
単
年
度
で
は
な
く
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
と
し

て
団
地
全
体
を
捉
え
、
そ
の
山
に
あ
っ
た
作
業

シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
た
請
負
事
業
の
実
践
で
あ

り
、
国
産
材
の
利
用
の
拡
大
に
向
け
、
事
業
体

の
意
識
が
重
要
」
と
の
基
本
的
認
識
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

現
地
は
、
四
万
十
方
式
を
基
本
と
し
、
現
地

の
状
況
に
応
じ
た
作
業
方
法
を
検
討
・
実
施
し

て
い
る
箇
所
で
、
粘
土
質
の
路
盤
に
対
応
す
る

た
め
土
壌
固
化
剤
の
使
用
や
末
木
丸
太
の
敷
き

詰
め
、
地
表
の
水
処
理
を
考
慮
し
た
横
断
水
路

の
設
置
な
ど
、
署
独
自
の
考
え
方
や
工
夫
が
随

所
に
見
ら
れ
、
実
施
に
当
た
っ
て
の
考
え
方
や

苦
労
談
、
今
後
の
課
題
等
に
つ
い
て
飛
騨
署
の

熊
崎
業
務
第
二
課
長
、
飯
村
上
席
森
林
官
ら
が

説
明
し
、
そ
の
後
、
林
野
庁
の
小
原
企
画
官
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
な
か
、
参
加
者
か

ら
は
低
コ
ス
ト
・
高
効
率
作
業
シ
ス
テ
ム
の
企

画
・
普
及
・
実
践
を
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
積

極
的
な
意
見
、
質
疑
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
、
中
部
局
に
お
い
て
は
飛
騨
・
木

曽
・
岐
阜
の
三
署
に
お
い
て
請
負
に
よ
る
低
コ

ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
を
試
行
的
に
実
施
し
、
そ

れ
ら
を
活
用
し
た
デ
ー
タ
の
収
集
や
企
画
者
・

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
養
成
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

当
該
作
業
シ
ス
テ
ム
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
企
画
者
と
し
て
事
業
を
発
注
す
る
各
森
林

管
理
署
等
担
当
者
の
養
成
と
事
業
体
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
養
成
が
最
も
重
要
で
あ
り
、
今
後
に
お

い
て
も
現
地
検
討
会
や
研
修
会
を
実
施
し
、
現

地
に
応
じ
た
作
業
シ
ス
テ
ム
の
検
討
・
普
及
に

努
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
現
地
検
討
会
で
は
、
新
た
な
国
産
材

需
要
を
見
据
え
、
民
・
国
を
通
じ
た
木
材
安

定
供
給
体
制
の
確
立
、
適
切
な
森
林
の
整
備
に

は
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
低
減
に
よ
る
生
産
性

の
向
上
、
低
コ
ス
ト
・
高
効
率
作
業
シ
ス
テ
ム

の
普
及
が
重
要
と
の
認
識
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
、
今
後
更
に
局
、
名
古
屋
事
務
所
及
び
関

係
署
等
が
連
携
し
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

 

［
企
画
調
整
室
］
十
月
二
十
九
日
、
中
信
森
林

管
理
署
会
議
室
（
松
本
市
）
に
お
い
て
平
成

十
九
年
度
国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
有
志
連

絡
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
の
開
催
に
先
立
ち
、
七
月
か
ら
十
月

中
旬
に
掛
け
て
、
各
署
等
に
お
い
て
管
内
各
ブ

ロ
ッ
ク
の
有
志
協
議
会
を
開
催
し
、
身
近
な
問

題
に
つ
い
て
市
町
村
と
意
見
を
交
わ
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
当
会
議
に
は
、
管
内
各
ブ

ロ
ッ
ク
を
代
表
す
る
市
町
村
長
等
と
、
当
局
か

ら
小
禄
局
長
、
小
林
次
長
ほ
か
関
係
者
が
出
席

し
た
ほ
か
、
林
野
庁
か
ら
井
上
職
員
・
厚
生
課

長
、
石
原
技
術
開
発
室
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
に
、
小
禄
局
長
か
ら
、
日
頃
の

業
務
運
営
等
に
対
す
る
支
援
へ
の
感
謝
と
今
後

も
国
有
林
を
適
切
に
管
理
経
営
し
て
い
く
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
ま

た
林
野
庁
井
上
職
員
・
厚
生
課
長
か
ら
は
、
中

央
情
勢
に
つ
い
て
の
説
明
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
計
画
部
長
及
び
森
林
整
備
部
長
よ

り
平
成
十
九
年
度
の
主
な
取
組
事
業
等
の
紹
介

を
し
た
後
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
各
市
町
村
長
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
温
暖
化
対
策
、

シ
カ
や
ク
マ
の
被
害
対
策
、
緑
資
源
機
構
の
廃

止
、
官
行
造
林
、
木
材
利
用
の
推
進
、
国
有
林

野
の
利
活
用
、
登
山
道
の
整
備
等
、
多
岐
に
わ

た
り
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
市
町
村
の
国

有
林
に
対
す
る
大
き
な
期
待
が
感
じ
ら
れ
た
会

議
と
な
り
ま
し
た
。

 

［
木
曽
署
］
十
月
十
一
日
、
木
曽
署
多
目
的

ホ
ー
ル
に
お
い
て
国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長

有
志
連
絡
協
議
会
木
曽
地
区
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
本
総
会
に
は
、
木
曽
谷
六
町
村
の
首
長

及
び
代
表
者
、
国
有
林
か
ら
は
木
曽
署
長
、
南

木
曽
支
署
長
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
所
長
等
の

路網の説明をする飯村上席森林官

有志連絡協議会の様子

低
コ
ス
ト
・
高
効
率
作
業
シ
ス
テ
ム
導
入 

に
向
け
て
の
現
地
検
討
会
を 

飛
騨
署
で
開
催  

有
志
協
議
会
の
開
催
と

町
村
議
会
議
員
・
林
業
関
係
者
・

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
国
有
林
視
察
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関
係
者
が
出
席
し
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
代
表
世
話
人
を
務
め
る
瀬
戸
王
滝

村
長
か
ら
「
地
方
行
政
に
お
い
て
は
大
き
な
変

革
の
中
で
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
が
、
木
曽
谷
は
従
来
か
ら
国
有

林
と
各
町
村
と
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
こ
の

会
議
を
通
し
て
地
域
の
発
展
と
一
層
の
連
携
に

資
す
れ
ば
と
考
え
て
い
る
の
で
、
情
報
、
意
見

交
換
の
場
と
し
て
積
極
的
な
議
論
を
お
願
い
す

る
。」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
題
は
、
現
行
の
組
織
名
称
に
字
句
修
正
を

柱
と
す
る
規
約
の
改
正
に
つ
い
て
審
議
・
採
択

が
行
わ
れ
、
当
協
議
会
が
形
骸
化
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
毎
年
開
催
し
て
い
く
こ
と
で
確
認

し
、
併
せ
て
、
役
員
選
出
に
つ
い
て
も
行
わ

れ
、
代
表
世
話
人
に
王
滝
村
長
が
、
世
話
人
に

田
中
木
曽
町
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
に
関
す

る
国
有
林
野
の
活
用
、
森
林
整
備
に
伴
う
カ
ラ

マ
ツ
等
地
域
材
の
生
産
販
売
、
各
地
で
被
害
が

発
生
し
て
い
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
状
況
等
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
有
意
義
な
協

議
会
地
区
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
地
域
と
連
携
し
た
様
々
な
取
り
組

み
を
進
め
つ
つ
、
国
有
林
野
の
円
滑
な
事
業
運

営
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

［
南
信
署
］
南
信
地
区
国
有
林
野
等
所
在
市
町

村
長
有
志
協
議
会
（
伊
那
谷
二
十
九
市
町
村

長
）
は
、
十
月
十
五
日
、
長
野
県
内
に
お
い
て

環
境
・
鳥
獣
行
政
を
所
管
す
る
環
境
省
及
び
県

に
対
し
て
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
被
害
対
策
の
実
施

に
向
け
た
要
望
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

近
年
、
南
信
地
区
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

被
害
は
、
植
林
木
か
ら
高
山
植
物
ま
で
広
範
囲

に
及
び
、
希
少
植
物
の
消
滅
や
林
地
の
裸
地
化

に
よ
る
山
地
崩
壊
の
発
生
な
ど
極
め
て
深
刻
か

つ
重
大
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最

近
で
は
御
柱
用
材
へ
も
被
害
が
及
び
、
地
元
で

は
伝
統
行
事
存
続
の
危
機
と
マ
ス
コ
ミ
で
も
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
山
村
地
域
に
お
い
て
駆
除
を

担
う
猟
友
会
員
の
減
少
・
高
齢
化
や
市
町
村
の

負
担
す
る
報
奨
金
等
の
経
費
の
増
大
さ
ら
に

は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
広
範
囲
に
移
動
し
繁
殖

し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
各
市
町
村
で
は
、

「
特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画
」
に
基
づ
く
個
体

数
調
整
の
目
標
達
成
に
苦
慮
し
て
い
る
の
が
実

状
で
す
。

　

今
回
の
要
望
内
容
は
、
今
年
八
月
に
南
信
森

林
管
理
署
で
開
催
さ
れ
た
、
同
協
議
会
総
会
で

各
市
町
村
長
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
・
要
望
等
を

取
り
ま
と
め
た
も
の
で
、
当
日
は
、
同
協
議
会

を
代
表
し
て
南
信
森
林
管
理
署
長
が
、
環
境
省

長
野
事
務
所
長
や
県
森
林
整
備
課
長
、
自
然
保

護
課
長
を
訪
問
し
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
被
害
状
況

を
写
真
で
説
明
す
る
と
と
も
に
、
要
望
書
を
手

渡
し
「
南
信
地
区
に
お
け
る
被
害
実
態
を
踏
ま

え
早
急
に
具
体
的
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
や
、

県
、
市
町
村
の
境
界
を
越
え
た
広
域
的
な
連
携

に
よ
る
対
策
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
関
係
自
治

体
へ
の
指
導
・
助
言
を
行
う
こ
と
。」
な
ど
の

要
望
を
行
い
ま
し
た
。

 

［
岐
阜
署
］
十
月
二
十
三
日
に
、
岐
阜
地
区
の

国
有
林
野
等
の
関
係
市
町
村
と
の
意
見
交
換
を

図
る
た
め
、
十
三
市
町
村
の
首
長
等
と
中
部
森

林
管
理
局
・
技
術
セ
ン
タ
ー
・
署
関
係
者
な
ど

が
出
席
し
、
平
成
十
九
年
度
岐
阜
地
区
国
有
林

野
等
所
在
市
町
村
長
有
志
協
議
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
飛
騨
川
・
東
濃
地
域
と
岐
阜
・

中
濃
地
域
で
個
別
に
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
岐
阜
地
区
で
一
体
と
し
、
代
表
世
話
人

を
下
呂
市
長
、
世
話
人
に
郡
上
市
長
・
揖
斐
川

町
長
を
新
た
に
選
出
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

最
初
に
、
中
部
森
林
管
理
局
次
長
よ
り

「『
美
し
い
森
林
づ
く
り
』
に
向
け
多
角
的
な
森

林
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
、
木
材
の
安
定
供

給
、
有
志
協
の
意
義
、
林
政
の
課
題
に
国
有
林

と
し
て
率
先
し
て
取
り
組
む
考
え
で
あ
り
ご
理

解
と
ご
支
援
を
。」、
新
た
な
代
表
世
話
人
の
山

田
良
司
下
呂
市
長
か
ら
は
「
昨
年
度
下
呂
市
で

開
催
さ
れ
た
全
国
植
樹
祭
の
成
果
を
踏
ま
え
、

関
係
機
関
が
連
携
し
て
森
林
整
備
の
取
り
組
み

を
広
げ
て
い
き
た
い
。」
と
の
挨
拶
が
そ
れ
ぞ

れ
あ
り
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、
平
成
十
九
年
度
の
業
務
運
営

等
に
つ
い
て
企
画
調
整
室
長
・
技
術
セ
ン
タ
ー

所
長
か
ら
の
説
明
の
後
、
岐
阜
森
林
管
理
署
長

よ
り
「
岐
阜
署
と
し
て
、
林
産
物
の
安
定
供
給

や
金
華
山
等
の
都
市
近
郊
林
の
利
活
用
、
御
嶽

山
や
越
美
山
地
緑
の
回
廊
の
保
全
を
中
心
と
し

た
署
の
取
り
組
み
状
況
、
吸
収
源
対
策
」
に
つ

い
て
説
明
し
、
質
疑
・
意
見
交
換
を
実
施
し
ま

し
た
。

町村を代表して挨拶する
瀬戸王滝村長

長野県林務部久米森林整備課長に
要望書を手渡す久保田署長

岐阜地区有志
連絡協議会の様子

長
野
県
及
び
環
境
省
へ
要
望
書
提
出

シ
カ
被
害
対
策
で
要
請
行
動

第
一
回

岐
阜
地
区
国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長

有
志
協
議
会
の
開
催
に
つい
て
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各
市
町
村
長
か
ら
は
、
長
伐
期
施
業
に
よ
る

一
〇
〇
年
を
見
据
え
た
森
づ
く
り
の
林
政
の
基

本
方
向
に
併
せ
て
官
行
造
林
・
分
収
育
林
・
分

収
造
林
の
契
約
満
期
に
と
も
な
い
、
伐
採
時
期

の
延
長
な
ど
の
契
約
の
見
直
し
、
伐
採
し
た
造

林
地
の
更
新
等
を
国
と
し
て
理
念
に
あ
っ
た
施

策
を
構
築
す
る
こ
と
や
、
緑
資
源
機
構
等
の
組

織
が
廃
止
後
の
措
置
、
有
害
鳥
獣
の
被
害
を
防

ぐ
た
め
の
対
策
の
必
要
性
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、
十
月

二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
る
局
の
連
絡
協
議
会
に

意
見
反
映
す
る
こ
と
と
し
、
盛
会
に
閉
会
し
ま

し
た
。

 

［
南
信
署
］
十
月
五
日
、
浦
国
有
林
に
お
い

て
、
林
業
・
木
材
関
係
者
を
対
象
と
し
た
森
林

整
備
・
治
山
事
業
等
現
地
視
察
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
流
域
林
業
活
性
化
に
向
け
た
取
り

組
み
の
一
環
と
し
、
南
信
森
林
管
理
署
と
伊

那
林
業
士
会
、
伊
那
谷
流
域
林
業
活
性
化
セ

ン
タ
ー
が
連
携
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、
流
域

内
の
林
業
従
事
者
の
ほ
か
、
森
林
組
合
、
市
町

村
、
地
方
事
務
所
な
ど
の
林
業
、
木
材
関
係
者

四
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
早
朝
の
雨
も
上
が
り
絶
好
の
秋
晴

れ
の
な
か
、
流
域
管
理
調
整
官
、
伊
那
里
森
林

官
、
治
山
第
二
係
長
の
案
内
で
、
石
灰
岩
の
断

崖
と
渓
谷
に
自
生
す
る
カ
ラ
マ
ツ
、
ヒ
メ
マ
ツ

ハ
ダ
、
ヒ
メ
バ
ラ
モ
ミ
等
を
保
護
す
る
「
巫
女

淵
特
定
地
理
保
護
林
」
を
は
じ
め
、
間
伐
予
定

箇
所
や
治
山
工
事
現
場
、
更
に
は
、
現
在
、
南

信
地
区
で
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
シ
カ
や

ク
マ
の
被
害
や
防
除
対
策
な
ど
を
視
察
し
、
国

有
林
の
森
林
整
備
や
治
山
事
業
の
取
組
内
容
を

説
明
し
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
浦
国
有
林
を
訪
れ
た
参
加
者

か
ら
は
、「
三
峰
川
上
流
域
の
豊
か
な
自
然
と

雄
大
な
景
観
に
接
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ

た
。」、「
国
有
林
は
奥
地
で
地
形
が
険
し
く
大

変
な
こ
と
を
実
感
し
た
。」、「
今
回
の
視
察
で

国
有
林
が
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
伊
那
谷
流

域
に
お
け
る
、
民
有
林
と
国
有
林
と
の
連
携
を

よ
り
一
層
深
め
る
き
っ
か
け
と
な
る
視
察
会
と

な
り
ま
し
た
。

 

［
飛
騨
署
］
十
月
十
八
日
に
飛
騨
市
議
会
産
業

基
盤
常
任
委
員
会
ほ
か
担
当
者
の
十
一
名
を
、

十
九
日
に
は
白
川
村
議
会
及
び
村
長
ほ
か
担

当
者
十
名
を
招
き
、
森
林
の
保
全
を
図
る
治
山

事
業
や
間
伐
作
業
な
ど
の
現
地
を
視
察
し
ま
し

た
。　

　

飛
騨
市
議
会
で
の
視
察
は
、
河
合
町
稲
越
の

滝
ヶ
洞
国
有
林
に
お
け
る
復
旧
治
山
事
業
地
と

宮
川
町
洞
の
向
洞
国
有
林
に
お
け
る
森
林
環
境

保
全
整
備
事
業
（
保
育
間
伐
活
用
型
）
地
で
、

ま
た
白
川
村
議
会
の
視
察
は
大
白
川
国
有
林
の

ア
ワ
ラ
谷
復
旧
治
山
事
業
地
及
び
白
山
・
白
川

自
然
休
養
林
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

視
察
会
に
参
加
し
た
議
員
か
ら
は
「
人
目
に

つ
か
な
い
奥
地
で
国
有
林
の
治
山
事
業
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。」、「
森
林
整
備
と

し
て
間
伐
し
た
材
を
活
用
す
る
努
力
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
。」
と
い
っ
た

意
見
が
出
さ
れ
た
ほ
か
、
貴
重
な
ブ
ナ
原
生
林

が
残
る
大
白
川
国
有
林
で
は
、
白
山
・
白
川
自

然
休
養
林
の
保
護
管
理
協
議
会
の
充
実
な
ど
、

保
全
と
活
用
に
向
け
た
積
極
的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
る
な
ど
、
国
有
林
を
活

用
し
た
地
域
振
興
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

飛
騨
森
林
管
理
署
で
は
今
後
も
地
域
の
声
を

国
有
林
野
事
業
に
反
映
す
る
た
め
、
議
会
や
地

域
住
民
の
視
察
会
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

 

［
愛
知
所
］
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
森
林
監
理
政
策
セ
ミ

ナ
ー「
地
方
行
政
と
住
民
に
よ
る
森
林
管
理

（
カ
ウ
ン
タ
ー
・
パ
ー
ト
合
同
研
修
）
」
で
日

本
に
訪
れ
て
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
等
八
カ
国
の
研

修
生
一
行
十
名
は
、
十
月
二
十
六
日
、
非
特
定

独
立
行
政
法
人
「
穂
の
国
森
づ
く
り
の
会
」
の

案
内
で
設
楽
町
の
東
三
河
環
境
認
証
森
林
地
を

視
察
し
た
後
、
愛
知
森
林
事
務
所
管
内
の
段
戸

国
有
林
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
国
有
林
の
一
八
〇
年
の
森
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
る
ヒ
ノ
キ
林
の
人
工
林
長
伐
期
複
層
林

施
業
群
地
及
び
水
源
林
づ
く
り
の
た
め
の
ス
ギ

複
層
林
施
業
試
験
地
の
二
か
所
を
視
察
し
ま
し

た
。

　

研
修
生
は
、
試
験
地
等
の
目
的
や
施
業
経
過

等
の
説
明
を
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
初
め

て
見
る
人
工
林
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
に
関
心
が

あ
っ
た
よ
う
で
、
最
初
の
質
問
は
「
学
名
は
何

で
す
か
。」
で
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
一
瞬
、
職

員
が
戸
惑
い
な
が
ら
も
答
え
る
と
研
修
生
は
理

解
し
た
の
か
頭
を
縦
に
振
っ
て
う
な
ず
き
ま
し

た
。
こ
れ
が
発
端
と
な
り
、
そ
の
後
は
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
、
材
の
利
用
先
、
森
林
火
災

対
策
、
鳥
獣
保
護
等
幅
広
い
分
野
に
亘
る
質
問

が
次
々
飛
び
出
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研
修
生
に
現
地
を
見
て
も
ら
い

複
層
林
施
業
を
は
じ
め
と
す
る
公
益
的
機
能
の

発
揮
を
重
視
し
た
管
理
経
営
に
取
り
組
ん
で
い

る
国
有
林
の
姿
を
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ま

す
。

飛騨市議会の間伐視察

豊邦森林官の説明を
熱心に聞く研修生

民
有
林
と
国
有
林
の

　
　
　
　

連
携
強
化
を
め
ざ
し
て

　
　
　
　

民
有
林
関
係
者
に
よ
る
国
有
林
視
察

治
山
事
業
や
森
林
整
備
を
紹
介

飛
騨
市
、白
川
村
議
員
が
国
有
林
視
察

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
生
が
段
戸
国
有
林
視
察
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［
富
山
署
］「
山・川・海
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
黒
部
市
な
ど
が
主
催
す

る
「
ま
る
ご
と
黒
部
」
が
十
月
十
三・
十
四
日

の
両
日
、
黒
部
市
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
を
メ
ー

ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
黒
部
市
が
黒
部
川
の
急
流
河

川
と
と
も
に
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
旧
黒
部
市
と

旧
宇
奈
月
町
が
昨
年
三
月
に
合
併
し
、
合
併
一

周
年
を
記
念
し
て
、
海
岸
部
か
ら
標
高
三
千

メ
ー
ト
ル
の
黒
部
奥
山
ま
で
の
新
黒
部
市
の
魅

力
を
発
信
す
る
も
の
で
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
森

林
ク
ラ
フ
ト
を
実
施
し
て
ほ
し
い
と
の
要
請
が

あ
り
ま
し
た
。

　

富
山
署
の
テ
ン
ト
で
は
、「
美
し
い
森
林
づ

く
り
」
の
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
す
る
パ
ネ
ル
展
示

や
木
の
し
お
り
・
木
の
か
お
り
袋
を
配
布
し
ま

し
た
。

　

森
林
ク
ラ
フ
ト
教
室
で
は
、
開
会
前
か
ら
多

く
の
子
供
達
が
そ
れ
ぞ
れ
の
想
像
力
や
感
性
を

働
か
せ
な
が
ら
作
品
を
作
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
を
終
え
た
堀
内
黒
部
市
長
も
当
署
の

テ
ン
ト
を
訪
れ
、
作
品
作
り
に
熱
中
し
て
い
る

子
供
達
に
「
い
い
作
品
が
出
来
る
と
い
い
ね
。」

と
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
自
然
の
も
の
を
使
っ
て
の

作
品
作
り
は
体
験
で
き
な
い
の
で
い
い
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
。」
と
の
感
想
を
残
し
、
出
来

上
が
っ
た
作
品
を
大
切
に
持
ち
帰
っ
て
い
ま
し

た
。

 
［
名
古
屋
事
務
所
］
十
月
十
四
日
、
尾
張
旭

市
市
民
祭
が
開
催
さ
れ
、名
古
屋
事
務
所
か
ら
、

パ
ネ
ル
展
示
と
、
ツ
バ
キ
の
輪
切
り
板
を
使
っ

た
ス
テ
ン
シ
ル
コ
ー
ナ
ー
を
出
展
し
ま
し
た
。

　

ツ
バ
キ
の
輪
切
り
板
に
花
や
生
き
物
な
ど
の

型
紙
に
順
番
に
色
付
け
を
行
い
、
出
来
上
が
る

と
鮮
や
か
な
絵
の
完
成
で
す
。
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
家
族
連
れ
や
友
達
同
士
な
ど
予
想
を
上
回

る
来
場
者
が
訪
れ
終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
月
二
十
〜
二
十
一
日
に
は
、
大
府

市
の
ウ
ッ
ド
ビ
レ
ッ
ジ
住
宅
展
示
場
で
森
の
感

謝
祭
が
開
催
さ
れ
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
名
古

屋
事
務
所
か
ら
「
美
し
い
森
林
づ
く
り
」
の
Ｐ

Ｒ
や
パ
ネ
ル
展
示
、
丸
太
切
り
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
を
出
展
し
ま
し
た
。
天
候
も
よ
く
家
族
連

れ
を
中
心
に
大
勢
の
来
場
が
あ
り
、
ヒ
ノ
キ
の

香
り
の
す
る
丸
太
切
り
で
は
、「
ヒ
ノ
キ
の
い

い
に
お
い
が
す
る
。」、「
大
変
だ
け
ど
お
も
し

ろ
か
っ
た
。」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
盛
況
の

う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

 

［
富
山
署
］
前
人
未
踏
の
山
と
さ
れ
て
い
た
剱

岳
の
測
量
が
行
わ
れ
て
一
〇
〇
年
を
記
念
し

て
、
国
土
地
理
院
な
ど
が
主
催
す
る
、「
地
図

展
２
０
０
７
ｉ
ｎ
富
山
」
が
十
月
十
八
日
〜

二
十
一
日
ま
で
富
山
市
内
の
県
民
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

十
九
日
に
は
記
念
講
演
会
が
行
わ
れ
、
佐
々

木
上
市
森
林
官
が
二
百
人
を
超
え
る
入
場
者
を

前
に
「
立
山
・
黒
部
の
森
林
」
と
題
し
て
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
発
表
は
、
森
林
官
の
新
た
な
発
想
に

よ
る
取
り
組
み
と
し
て
、
北
ア
ル
プ
ス
を
管
轄

す
る
森
林
官
が
、
林
野
巡
視
の
機
会
を
捉
え
植

生
分
布
や
史
跡
等
の
現
地
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
打
合
せ
を
行
い
な
が
ら
中
間
報
告
と
し

て
取
り
ま
と
め
発
表
し
た
も
の
で
、
立
山
・
黒

部
地
区
の
雄
大
な
自
然
や
貴
重
な
植
生
の
情
報

を
広
く
発
信
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
現
地
調
査
を
行
い
、
集
ま
っ
た
調
査

デ
ー
タ
を
取
り
ま
と
め
、
Ｐ
Ｒ
用
冊
子
や
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
用
の
資
料
を
作
成
し
、
高
山

植
物
等
の
保
護
活
動
や
国
有
林
野
事
業
の
Ｐ
Ｒ

に
活
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
展
示
品
で
は
平
成
十
六
年
十
一
月
に

富
山
署
が
剱
岳
の
登
山
口
に
位
置
す
る
馬
場
島

荘
に
設
置
し
た
、
早
月
国
有
林
の
ジ
オ
ラ
マ
も

展
示
さ
れ
、
来
場
者
た
ち
は
熱
心
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
田
次
郎
原
作
の
「
剱
岳
点
の
記
」

の
映
画
撮
影
が
室
堂
を
は
じ
め
県
内
各
地
で
行

わ
れ
て
お
り
、
〇
九
年
に
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
の
予

定
で
す
。

 

［
南
信
署
］
十
月
二
十
日
、
西
岳
国
有
林
で
多

摩
市
と
協
定
を
締
結
し
て
い
る
、「
遊
々
の
森
」

（
多
摩
市
民
の
森
）
に
お
い
て
、
上
・
下
流
の

連
携
に
よ
る
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、「
伊
那
谷
流
域
国
有
林
野
事

業
流
域
管
理
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
取

山
・
川
・
海
の
魅
力
を
体
感

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り森林クラフトを体験

秋
の
イ
ベ
ン
ト
盛
況

「美しい森林づくり」の
ＰＲとパネル展示

地
図
展
で
「
立
山
・
黒
部
の
森
林
」

を
発
表

「立山・黒部の森林」を発表する
佐々木上市上席森林官

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
拡
大
に
向
け
て

上
・
下
流
の
連
携
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
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り
組
み
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、
地

球
温
暖
化
の
防
止
や
循
環
型
社
会
の
形
成
に
貢

献
す
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

拡
大
に
向
け
た
普
及
啓
発
を
図
る
こ
と
を
狙
い

と
し
、
下
流
域
の
都
市
住
民
と
上
流
域
の
地
元

関
係
者
が
連
携
し
間
伐
材
の
搬
出
活
動
を
行
う

も
の
で
す
。

　

当
日
は
南
信
森
林
管
理
署
の
呼
び
か
け
に

応
え
、
東
京
都
多
摩
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
」
を
は
じ

め
、
多
摩
市
役
所
、
八
ヶ
岳
少
年
自
然
の
家
、

上
伊
那
森
林
組
合
か
ら
約
三
十
人
が
活
動
に
参

加
し
、
今
年
五
月
か
ら
十
月
に
か
け
「
遊
々
の

森
」
で
多
摩
市
の
小
学
校
二
十
校
の
児
童
約

一
、〇
五
〇
人
が
間
伐
・
玉
切
し
た
カ
ラ
マ
ツ

の
丸
太
を
肩
に
担
い
で
林
道
ま
で
運
び
出
し
、

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
用
の
木
質
燃
料
と
し
て
加

工
す
る
た
め
、
上
伊
那
森
林
組
合
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
場
（
伊
那
市
）
へ
ト
ラ
ッ

ク
で
運
搬
し
ま
し
た
。

　

人
力
に
よ
る
丸
太
の
運
び
出
し
作
業
は
大
変

な
力
仕
事
で
し
た
が
、
作
業
終
了
後
参
加
者
ら

は
汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
、「
多
摩
市
の
児
童
ら

に
よ
る
森
林
整
備
活
動
に
連
携
・
協
力
で
き

て
よ
か
っ
た
。」、「
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
、

多
く
の
人
に
地
球
温
暖
化
の
防
止
な
ど
の
関
心

を
高
め
て
も
ら
え
た
ら
。」
な
ど
の
感
想
を
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
活
動
は
、
地
元
マ
ス
コ
ミ
で

も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
美
し
い
森
林
づ
く

り
や
森
林
環
境
教
育
の
推
進
に
向
け
た
国
有
林

の
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

 
［
名
古
屋
事
務
所
］
十
月
二
十
日
、青
空
の
下
、

瀬
戸
国
有
林
に
お
い
て
第
十
三
回
名
古
屋
シ

テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
名
古
屋
市
を
始
め
、
近
郊
か
ら
多

く
の
家
族
連
れ
や
、
グ
ル
ー
プ
が
訪
れ
る
定
光

寺
自
然
休
養
林
内
の
丸
根
山
周
辺
と
遊
歩
道
周

辺
を
整
備
し
、
気
持
ち
良
く
散
策
し
て
貰
お
う

と
企
画
し
ま
し
た
。　
　

　

当
日
は
、
三
十
四
名
の
参
加
者
で
周
辺
の
雑

木
や
笹
等
の
刈
払
い
と
、
園
地
内
で
伸
び
放
題

に
な
っ
て
い
る
ツ
ツ
ジ
等
の
刈
り
込
み
作
業
を

行
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

前
日
の
大
雨
も
上
が
り
、
爽
や
か
な
秋
の
日

と
な
り
、
予
定
以
上
に
作
業
が
進
み
、
周
辺
は
、

み
る
み
る
見
晴
ら
し
が
良
く
な
る
と
と
も
に
、

ツ
ツ
ジ
な
ど
の
木
々
も
す
っ
き
り
と
し
、
ハ
イ

カ
ー
の
方
々
に
も
気
持
ち
良
く
散
策
し
て
も
ら

え
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
初
参
加
の
隊
員
も
数
名
あ
り
、

「
初
め
て
の
作
業
で
少
し
き
つ
か
っ
た
が
、
達

成
感
が
い
っ
ぱ
い
で
、
気
持
ち
の
良
い
汗
を
か

く
事
が
出
来
た
。」
と
と
て
も
満
足
そ
う
で
し

た
。

 

［
東
濃
署
］
十
月
二
十
一
日
、
中
津
川
市
神

坂
に
お
い
て
第
七
回
東
山
道
も
み
じ
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
神
坂
地
区
の
実
行
委
員
会
が
主

催
し
、
地
元
の
活
性
化
と
地
域
住
民
の
交
流
を

目
的
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

湯
舟
沢
国
有
林
内
に
あ
る
、
神
坂
大
檜
や
富
士

見
台
周
辺
へ
の
散
策
も
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
当

署
も
協
賛
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
地
元
住
民
を
中

心
に
約
五
十
名
が
参
加
、
秋
の
風
を
感
じ
な
が

ら
、
も
み
じ
狩
り
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

途
中
新
し
く
整
備
さ
れ
た
風
穴
を
見
学
し
た

後
、
遠
く
に
御
岳
、
乗
鞍
岳
を
な
が
め
な
が

ら
往
復
一
時
間
半
の
行
程
を
歩
き
、
神
坂
大

ヒ
ノ
キ
で
は
、
そ
の
大
き
さ
に
参
加
者
か
ら
は

驚
き
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
途
中
、
姥
ナ
ギ

沢
の
山
腹
工
事
箇
所
で
は
、
職
員
が
説
明
を
行

い
、
参
加
者
か
ら
は
「
崩
れ
た
土
砂
は
ど
う
な

る
の
。」
等
の
質
問
や
「
自
然
相
手
は
大
変
で

す
ね
。」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
、
自
然
を
守
る

取
り
組
み
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
し

た
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
十
月
二
十
七
日
、
第
七

回
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座
を
定
光
寺
自
然
休
養
林

内
の
定
光
寺
キ
ャ
ン
プ
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
座
は
、
観
賞
用
の
簡
易
な
炭
焼
き

体
験
、
竹
炭
の
窯
出
し
、
炭
の
効
果
・
効
用
に

つ
い
て
活
用
事
例
を
ま
じ
え
な
が
ら
の
講
義
と

い
う
形
で
行
い
ま
し
た
。

ボランティアによる丸太の搬出

散
策
し
て
気
持
ち
の
良
い

定
光
寺
自
然
休
養
林
に
し
よ
う

（
第
十
三
回
名
古
屋
Ｃ
Ｆ
事
業
）

刈り出されたツツジはすっきりと

も
み
じ
狩
り
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

山腹工の説明に聞き入る参加者

鑑
賞
炭
づ
く
り
と

　
　
　

炭
の
パ
ワ
ー
を
知
ろ
う

（
第
七
回
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座
）
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鑑
賞
用
の
炭
焼
き
体
験
で
は
、
参
加
者
が
各

自
持
ち
寄
っ
た
松
か
さ
・
ド
ン
グ
リ
・
ピ
ー
マ

ン
・
ヘ
チ
マ
な
ど
を
籾
殻
と
一
緒
に
空
き
缶
に

入
れ
、
火
力
を
調
節
し
な
が
ら
、
一
時
間
程
で

鑑
賞
炭
に
す
る
工
程
で
す
。　
　

　

参
加
者
は
炭
に
し
た
い
材
料
を
籾
殻
と
一
緒

に
缶
に
丁
寧
に
入
れ
て
い
ま
し
た
。
焼
き
上
が

る
ま
で
の
時
間
は
、
黒
炭
と
白
炭
の
違
い
や
、

水
質
浄
化
・
燃
料
用
・
消
臭
効
果
等
々
い
ろ
い

ろ
な
場
面
で
活
用
さ
れ
て
い
る
炭
に
つ
い
て
勉

強
し
ま
し
た
。　
　

　

ま
た
、
既
に
焼
き
上
が
っ
て
い
る
竹
炭
の
窯

出
し
も
体
験
し
、
炭
窯
の
構
造
や
火
加
減
の
難

し
さ
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

講
義
が
終
わ
る
頃
に
は
鑑
賞
炭
も
出
来
上
が

り
、
自
分
が
持
っ
て
き
た
材
料
が
上
手
く
炭
に

な
っ
て
い
る
か
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
慎
重
に
缶

を
開
け
て
い
き
ま
し
た
。
材
料
を
取
り
出
し
て

み
る
と
、ど
れ
も
上
手
く
出
来
て
い
ま
し
た
が
、

果
実
な
ど
含
水
量
の
多
い
も
の
は
焼
け
な
か
っ

た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
鑑
賞
炭
の
作
り
方
や
炭
に
つ
い

て
関
心
が
あ
る
人
が
多
く
、
有
意
義
な
講
座
と

な
り
ま
し
た

 

［
岐
阜
署
］
十
月
二
十
七
日
〜
二
十
八
日
の

両
日
、
岐
阜
県
主
催
の
「
森
と
木
と
の
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ア
２
０
０
７
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
、
岐
阜
県
農
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
共
催

し
て
開
催
さ
れ
て
お
り
、
二
日
間
で
十
六
万
人

を
見
込
ん
で
い
る
秋
の
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

今
年
の
一
日
目
は
生
憎
の
天
候
で
、
来
場
者

は
少
な
め
で
し
た
が
、
二
日
目
は
晴
天
に
恵
ま

れ
多
く
の
市
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

主
な
出
展
者
は
地
域
の
協
同
組
合
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
企
業
・
公
共
機
関
な
ど
で
県
内
各
地

区
か
ら
三
十
九
の
ブ
ー
ス
の
出
店
が
あ
り
ま
し

た
。

　

当
署
も
岐
阜
事
務
所
時
代
か
ら
出
店
を
し
て

お
り
、
今
年
も
岐
阜
森
林
事
務
所
駐
在
職
員
を

中
心
に
十
一
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
ブ
ー
ス
の
対
応

を
し
ま
し
た
。

　

当
署
の
出
展
内
容
は「
森
の
ク
ラ
フ
ト
教
室・

木
工
品
販
売
」
を
行
い
、
今
年
も
待
ち
時
間
が

出
る
ほ
ど
の
盛
況
で
、
他
の
ブ
ー
ス
を
し
の
ぐ

来
場
者
で
し
た
。

　

当
署
の
ブ
ー
ス
は
体
験
型
ブ
ー
ス
で
あ
り
毎

年
、
こ
の
ブ
ー
ス
を
楽
し
み
に
来
場
す
る
家
族

も
見
え
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
居
る
ほ
ど
で
す
。

　

晩
秋
の
岐
阜
で
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
も
終
わ

り
、
岐
阜
地
方
も
足
早
に
冬
支
度
へ
の
足
音
を

早
め
て
い
ま
す
。

 

［
東
濃
署
］
十
月
三
十
日
、
恵
那
市
上
矢
作

町
に
お
い
て
、
地
元
の
上
矢
作
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
主
催
に
よ
る
「
風
の
森
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

が
開
催
さ
れ
、
地
元
か
ら
集
ま
っ
た
三
十
五
人

の
参
加
者
と
共
に
当
署
も
協
力
者
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
地
元
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
樹
齢
二
五
〇
〇

年
を
超
え
る
と
い
わ
れ
る
弁
慶
ス
ギ
や
今
年
完

成
し
た
風
力
発
電
施
設
の
見
学
に
続
き
、
上
村

恵
那
国
有
林
内
に
あ
る
ア
ラ
イ
ダ
シ
自
然
観
察

教
育
林
を
散
策
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
育
林
に
は
ブ
ナ
や
モ
ミ
・
ツ
ガ
等
を

主
体
と
し
た
天
然
林
が
広
が
っ
て
お
り
、
以
前

か
ら
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
、
地
域
発
案
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
と

し
て
、
地
元
協
力
に
よ
り
教
育
林
の
案
内
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
こ
と
か
ら
、
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
も
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
紅
葉
に
彩
ら
れ
た
教
育
林
を
歩
き
な

が
ら
、清
々
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

 

［
木
曽
署
］
平
成
十
九
年
度
育
樹
祭
を
十
一
月

一
日
に
木
祖
村
小
木
曽
国
有
林
の
水
木
沢
天
然

林
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

秋
の
日
差
し
に
恵
ま
れ
た
開
会
式
で
は
、
青

空
に
時
折
吹
き
上
げ
る
風
に
コ
ナ
ラ
の
紅
葉
が

枝
を
離
れ
会
場
に
降
り
注
ぎ
、
参
加
者
は
秋
の

深
ま
り
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
木
祖
村
を
は
じ
め
、
水
資
源
機

構
、
木
曽
地
方
事
務
所
、
管
内
町
村
、
関
係
機

関
、
林
業
事
業
体
及
び
関
係
団
体
等
の
関
係
者

約
一
〇
〇
名
と
、
多
く
の
職
員
が
参
加
し
て
既

設
の
遊
歩
道
に
木
質
チ
ッ
プ
を
敷
き
詰
め
る
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

木
質
チ
ッ
プ
は
歩
道
に
か
か
る
樹
木
の
根
を

歩
行
圧
か
ら
守
り
、
土
壌
の
流
失
を
防
ぐ
と
共

に
歩
き
や
す
く
す
る
等
の
目
的
で
実
施
し
た
も

の
で
す
。

　

今
回
の
育
樹
祭
に
は
、
味
噌
川
ダ
ム
を
管
理

す
る
水
資
源
機
構
か
ら
も
積
極
的
な
協
力
が
あ

り
、
昨
年
の
豪
雨
災
害
で
ダ
ム
に
流
出
し
た
流

木
を
チ
ッ
プ
化
し
て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
午
前

中
の
全
員
作
業
と
午
後
の
職
員
に
よ
る
作
業
と

で
約
一
五
〇
㍍
ほ
ど
敷
き
詰
め
が
完
成
し
ま
し

た
。

　

今
後
も
各
種
機
会
を
捉
え
て
、
更
に
延
長
を

炭焼きを体験して

「
森
と
木
と
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア

２
０
０
７
」
が
開
催
さ
れ
る

真剣にクラフトを作って

樹木の説明に聞き入る参加者

地
元
住
民
が
天
然
林
を
満
喫

水
木
沢
天
然
林
で
育
樹
祭
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延
ば
し
て
い
く
計
画
で
す
。

　

近
年
育
樹
祭
は
上
松
の
小
川
入
国
有
林
で
実

施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
平
成
二
十
年
度

に
木
祖
村
水
木
沢
等
に
お
い
て
全
国
の
源
流
サ

ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
木
祖
村

が
中
心
と
な
る
こ
と
か
ら
国
有
林
と
し
て
も

協
力
し
て
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

午
後
に
は
降
雨
が
あ
っ
た
も
の
の
、
十
一
月

と
し
て
は
暖
か
く
恵
ま
れ
た
天
候
の
中
で
実
施

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

 

［
東
濃
署
］
十
一
月
五
日
、
紅
葉
真
っ
盛
り

の
中
津
川
市
加
子
母
裏
木
曽
国
有
林
に
お
い

て
、
地
元
の
付
知
北
小
学
校
五
年
生
三
十
二
人

を
対
象
に
森
林
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
森
林
教
室
は
、
春
に
一
度
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
雨
天
に
よ
り
、
体
育
館
で
の
森
林
教

室
で
終
わ
っ
て
い
た
と
こ
ろ
「
実

際
に
自
然
の
中
を
歩
か
せ
た
い
。」

と
の
学
校
か
ら
の
強
い
要
望
が

あ
っ
て
改
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
少
し

肌
寒
さ
を
感
じ
る
気
温
で
し
た
が
、

子
供
達
は
ド
ン
グ
リ
な
ど
を
探
し

な
が
ら
全
長
約
二
キ
ロ
の
遊
歩
道

を
元
気
に
歩
い
て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
後
に
は
木
曽
五
木
に
つ
い

て
、
職
員
が
手
作
り
で
作
製
し
た

ヒ
ノ
キ
や
コ
ウ
ヤ
マ
キ
な
ど
の
模

型
を
使
っ
た
説
明
を
行
い
、
子
供
た
ち
は
そ
の

樹
種
毎
の
特
徴
に
つ
い
て
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ

て
い
ま
し
た
。

大サワラ付近を運搬する参加者

紅
葉
に
囲
ま
れ
元
気
に
散
策

滝に到着し、喜ぶ子供達

第2回国有林モニターアンケートの結果概要 企画調整室

平成19年度国有林モニターへのアンケートを10月に実施しました。今回のテーマは「森林レクリエーション」
と「森林整備」です。結果概要は次のとおりです。

問　国有林では、森林浴、自然観察、野外スポーツに適した森林
　　を「レクリエーションの森」に設定しています。こうした「レ　
　クリエーションの森」を利用したことがありますか。
解答

問　「レクリエーションの森」の施設整備に必要な費用について
　　誰が負担するべきだと考えますか。
解答　

問　森林整備という言葉はわかり易いですか。
解答

問　これからの国有林は、どんな森林を育てていけばいいです　
　か。（複数選択）
解答

問　森林整備という言葉から何をイメージしますか。（複数選択）
解答　混み合っている木を切り取る 15
　　　木を植えて緑を増やす 14
　　　苗木を守るため下草を刈る 14
　　　枝打ちをしたり、つるを切る 13
　　　動物等が生息できる森林を作る 10
　　　木材の収入で跡地に木を植える 6
　　　ブナ等を邪魔する低木を切る 3
　　　木材を供給できる木を育てる 3
　　　歩道を整備して歩きやすくする 3

人

利用したことがある
9人

利用したことはない
12人

聞いたことがない
8人

わかりやすい
22人

わかりにくい
7人

地元が負担すべき
1人

利用者が負担すべき
16人

税収で負担すべき
10人

その他
2人

自然のまま
5人

広葉樹が多い
8人

針葉樹広葉樹のバランスが
とれている　22人

動物がたくさんいる　19人

その他
2人
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［
岐
阜
署
］
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
の
板
取
川

地
区
で
、
現
地
発
生
土
砂
の
有
効
利
用
を
図
る

た
め
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
（
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｍ
）
工
法

を
試
験
導
入
し
、
谷
止
工
の
施
工
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
工
法
は
、
現
場
で
発
生
す
る
掘
削
土
砂

や
河
床
砂
礫
と
セ
メ
ン
ト
を
施
工
現
場
で
攪

拌
・
混
合
し
、
大
型
積
み
ブ
ロ
ッ
ク
谷
止
工

の
中
詰
め
材
と
し
て
構
造
物
を
構
築
す
る
も
の

で
、
河
床
に
堆
積
し
た
多
量
の
土
砂
の
有
効
利

用
を
行
う
と
と
も
に
、
施
工
工
期
の
短
縮
、
コ

ス
ト
縮
減
等
を
図
れ
る
工
法
で
す
。

　

試
験
施
工
を
行
っ
て
い
る
谷
止
工
は
、
堤
長

一
○
七・
五
㍍
、
堤
高
七
㍍
、
体
積
二
、八
六
三

立
方
㍍
で
、
重
力
式
谷
止
工
と
同
程
度
の
断
面

形
状
と
安
定
性
を
有
す
る
構
造
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

現
在
、各
種
の
デ
ー
タ
収
集
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
、
解
析
を
進
め
な
が
ら
技
術
の
確
立
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

［
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
］
管
内
国
有
林
に
は
、

サ
サ
型
林
床
と
な
っ
て
い
る
森
林
が
多
く
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
林
床
に
お
か
れ
た
標
高
の
高
い

箇
所
で
は
、
天
然
力
を
活
用
し
て
更
新
を
図
る

漸
伐
施
業
等
が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
気

象
や
土
壌
等
の
自
然
環
境
の
ほ
か
、
カ
モ
シ
カ

や
野
鼠
等
に
よ
る
獣
害
な
ど
複
数
の
厳
し
い
条

件
下
に
あ
り
、
一
部
の
箇
所
に
お
い
て
は
一
定

期
間
を
経
過
し
て
も
更
新
が
進
ま
ず
、
未
立
木

地
の
ま
ま
の
状
況
が
み
ら
れ
た
た
め
、
こ
れ
ら

の
更
新
未
了
箇
所
を
早
期
に
更
新
さ
せ
る
た
め

の
手
法
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
公
益
的
機
能
の
高
い
森
林
整
備

の
推
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
過
去

の
施
業
経
緯
や
林
況
、植
生
、地
質
等
の
各
デ
ー

タ
を
収
集
・
調
査
・
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、

最
も
有
効
と
考
え
ら
れ
る
施
業
方
法
・
更
新
技

術
体
系
の
確
立
を
図
る
た
め
、
伐
採
方
法
の
異

な
る
皆
伐
跡
地
、
人
工
林
漸
伐
跡
地
及
び
天
然

林
漸
伐
跡
地
の
三
タ
イ
プ
の
施
業
実
行
地
に
そ

れ
ぞ
れ
試
験
地
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

試
験
地
に
は
、
笹
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
最
も

有
効
な
林
地
除
草
剤
を
散
布
し
、
そ
の
後
の
サ

サ
の
再
生
状
況
・
土
壌
流
亡
状
況
・
自
然
現
象

な
ど
に
よ
る
稚
樹
の
発
生
や
生
長
の
阻
害
因
子

を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
果
的
な
更
新
を

図
る
た
め
、
地
が
き
・
山
引
苗
の
植
栽
・
播
種
・

林
縁
植
生
の
伏
設
な
ど
各
種
の
更
新
補
助
作
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
更
新
樹
の
食
害
防
止
の
た
め
殺
鼠
剤

の
散
布
や
ヘ
キ
サ
チ
ュ
ー
ブ
の
設
置
な
ど
保
護

対
策
を
行
い
、
試
験
地
タ
イ
プ
毎
の
更
新
状
況

を
把
握
す
る
た
め
、
調
査
し
経
過
を
観
察
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
二
十
年
度
に
は
こ
れ
ま
で
十
年

間
の
調
査
結
果
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

所
在
地
：
岐
阜
県
下
呂
市
小
坂
町　

　
　
　
　

落
合
国
有
林
63
か
64
ぬ
林
小
班

　
　
　

大
洞
国
有
林
１
９
１
ね
林
小
班

天然林漸伐跡地（63か林小班）

新
技
術
の
取
り
組
み

谷止工の作業の様子

実
験
林
・
試
験
地
等
紹
介 

1717

サ
サ
に
よ
る 

　
　
　
更
新
阻
害
地
の
更
新
試
験  

サ
サ
に
よ
る 

　
　
　
更
新
阻
害
地
の
更
新
試
験  

皆伐跡地（64ぬ林小班）人工林漸伐跡地（191ね林小班）
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［
愛
知
所
］
＂仏
法
僧＂ 

と
鳴
く
コ
ノ
ハ
ズ
ク
の

声
が
聞
か
れ
る
鳳
来
寺
山
は
、
当
所
の
豊
橋
森

林
事
務
所
管
内
に
所
在
す
る
棚
山
国
有
林
と
連

な
る
旧
火
山
群
の
最
南
端
に
あ
っ
て
、
東
三
河

平
野
を
隔
て
三
河
湾
を
望
む
事
が
出
来
ま
す
。

　

こ
の
山
は
、
約
二
千
万
年
〜
千
五
百
万
年
前

に
数
回
の
火
山
活
動
に
よ
っ
て
噴
出
し
た
流
紋

岩
漿
に
よ
る
松
脂
岩
や
石
英
安
山
岩
等
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
の
地
殻
変
動
と
風
化
浸

食
作
用
に
よ
っ
て
原
形
を
失
い
、
現
在
の
険
し

い
岩
山
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
特
異
な
山
容

は
古
く
か
ら
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

鳳
来
寺
山
頂
中
程
に
あ
る
鏡
岩
と
呼
ば
れ
る

大
岩
壁
の
下
に
建
つ
鳳
来
寺
は
、
特
に
子
授
け

の
薬
師
如
来
と
し
て
評
判
が
高
く
、
松
平
広
忠

夫
妻
が
祈
願
し
て
授
か
っ
た
の
が
、
後
の
天
下

人
と
な
る
徳
川
家
康
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
薬
師
如
来
に
祈
願
す
る
際
は
鏡
を
奉

愛知森林管理事務所 
（各署の景勝地等を紹介） 

 
  

とう やま 

やま 

31

徳
川
家
康
公
ゆ
か
り
の
地　

鳳
来
寺
山

納
す
る
習
わ
し
が
あ
り
、
鏡
は
衆
生
の
願
い
ご

と
を
写
し
叶
え
る
と
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
は

鏡
が
付
い
た
「
鏡
絵
馬
」
が
沢
山
奉
納
さ
れ
て

い
ま
す
。

［
参
考
］

　

杉
の
巨
木
（
樹
齢
約
八
〇
〇
年
）
が
立
ち
並

ぶ
石
段
を
登
り
き
る
と
家
康
公
を
祀
る
朱
色
の

東
照
宮
が
あ
り
、
日
本
三
東
照
宮
の
一
つ
と
な

っ
て
い
ま
す
。
昭
和
二
十
八
年
に
は
本
殿
拝

殿
、
幣
殿
、
中
門
、
透
門
、
石
棚
、
石
燈
篭
等

が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
紅
葉
の
名
所
に
な
っ
て
い
る
鳳
来
寺

編集　中部森林管理局総務課広報

鏡の付いた絵馬
山
は
毎
年
、
十
一
月
二
十
三
日

に
「
鳳
来
寺
山
も
み
じ
祭
り
」

が
催
さ
れ
、
車
や
バ
ス
で
来
る

多
く
の
人
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。

◇
ア
ク
セ
ス
方
法

［
公
共
交
通
機
関
］

Ｊ
Ｒ
飯
田
線
「
本
長
篠
駅
」

豊
鉄
バ
ス
約
八
分
「
鳳
来
寺
」

下
車
、
徒
歩
六
十
分

　

も
し
く
は
豊
鉄
バ
ス
「
鳳
来

寺
山
頂
」
下
車

家康公を祀る東照宮

紅葉の時期の鳳来寺山

◎
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座

　
　

12
月
２
日　

愛
知
所
管
内

◎
国
有
林
野
直
轄
治
山
ヒ
ア
リ
ン
グ

　
　

12
月
4
〜
14
日　

中
部
森
林
管
理
局

◎
本
庁
監
査

　
　

12
月
10
〜
14
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
部
森
林
管
理
局

◎
低
コ
ス
ト
現
地
検
討
会

　
　

12
月
13
日　

木
曽
署
管
内


